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１ はじめに 

いじめは重大な人権侵害で絶対に許されない行為であるという認識のもと、いじめ防止に向け

て日常の指導体制を定め、いじめの未然防止を図りながらいじめの早期発見に取り組むとともに、

いじめを認知した場合は適切に且つ速やかに解決するための「学校いじめ防止基本方針」を作成

し、保護者や地域とともに、いじめのない学校づくりを進める。 

 

        ◆いじめの理解 

        いじめとは、心理的又は物理的な影響を与える行為(インターネットを通じて行われるものを 

含む)であり、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているものをいう。 

① どの子どもにもどの学級にも起こり得る 

② 人権侵害であり人として決して許されない 

③ 大人には気づきにくい所で行われ発見しにくい 

④ 児童生徒は入れ替わり加害も被害も経験 

⑤ 暴力を伴わなくても生命、身体に重大な危険 

⑥ 態様により暴行、恐喝等の刑罰法規に抵触 

⑦ 傍観者から仲裁者への転換が重要 

 

 

２ いじめ問題の克服に向けた基本的な方向 

    いじめ問題の克服に向けた基盤として、学校・家庭・地域が、それぞれの役割を果たしつつ、

一体となって、児童生徒一人一人の人間的成長を促すことが必要であり、特に学校においては、

全ての教科を含め、教育活動全体を通じて取り組む必要がある。 
 

・ いじめ問題は、重大な人権侵害で、絶対に許されない行為であり、学校の在り方が問われる問題で

あるとの認識に立つこと。また、命や人権を尊重する教育を推進し、児童生徒の多様性が生かされ、

互いの違いを認め合う学級経営を行うこと。 

・ 教育活動全体を通じて、児童生徒の自己有用感や規範意識を醸成すること。 

・ 学校基本方針に基づき、未然防止、早期発見・対応に向けた教職員の対応能力を向上させるととも

に、家庭・地域との連携強化を図り、関係者が一体となって組織的に対応すること。 

・ 児童生徒が、学級活動、児童会・生徒会活動等での主体的な活動を通じ、いじめ防止の活動等につ

いて自分たちで考え実行できるよう、教職員は日常の望ましい生活態度の形成をはじめ、発達段階

に応じて自ら解決できるよう支援すること。 

 

 

３ その他の事項(評価・検証等) 

いじめ防止等については、地域とともに取り組む必要があるため、策定した学校の基本方針につい

ては，学校のホームページなどで公開するとともに、学校評議員会やＰＴＡ総会をはじめ、学年懇談

会、三者懇談会、家庭訪問などあらゆる機会を利用して保護者や地域に情報発信に努める。 

また、いじめ防止等に実効性の高い取組を実施するため，学校の基本方針が、実情に即して効果的

に機能しているかについて、いじめ防止等対策委員会を中心に点検し、必要に応じて見直す。学校の

基本方針を見直すに際し、学校全体でいじめの防止等に取り組む観点から子どもの意見を取り入れる

など、いじめの防止等について子どもの主体的かつ積極的な参加が確保できるよう留意する。また、

地域を巻き込んだ学校の基本方針になるように、保護者等地域からの意見を積極的に聴取するように

留意する。 


